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一 般 質 問 一 般 質 問
さ
ら
に
、
３

※

Ｒ
の
取
り
組
み

を
訴
え
、
食
品
ロ
ス
の
減
少

な
ど
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

食
べ
残
し
に
つ
い
て
、

学
校
教
育
に
お
け
る
食
育
の

取
り
組
み
や
給
食
の
対
応
は
。

各
学
校
に
お
い
て
、
食

育
の
推
進
を
積
極
的
に
図
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
食
事
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
醸

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
理

方
法
を
工
夫
し
、
食
べ
残
し

が
少
な
く
な
る
よ
う
創
意
工

夫
を
図
っ
て
い
く
。

鶴
ケ
丘
小
学
校
プ
ー
ル

の
改
善
及
び
改
修

鶴
ケ
丘
小
学
校
の
プ
ー

ル
は
水
面
が
地
面
と
同
じ
高

さ
に
な
っ
て
お
り
、
プ
ー
ル

内
へ
土
砂
等
が
入
り
や
す
い

構
造
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
改
善
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、

施
設
の
傷
み
や
機
械
等
の
故

障
が
目
立
っ
て
き
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
は
。

来
年
度
の
使
用
開
始
前

ま
で
に
、
施
設
の
改
修
や
機

械
設
備
に
つ
い
て
も
修
繕
を

実
施
す
る
。

学
校
に
お
け
る
　
　
　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
対
策

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用

に
よ
る
事
件
が
多
発
す
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
学
校
に
お
け
る
危
険
ド

ラ
ッ
グ
防
止
の
取
り
組
み
は
。

小
・
中
学
校
と
も
に
保

健
体
育
の
授
業
で
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物
乱
用
の

基
礎
知
識
、
心
や
身
体
へ
の

影
響
、
薬
物
の
危
険
性
等
を

教
え
て
い
る
。
今
後
も
家
庭

や
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の

一
層
の
推
進
を
図
る
。

子
ど
も
の

　
　
　
　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
支
援

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
活
躍
す
る
子
ど
も
へ
の

支
援
は
。

部
活
動
は
県
大
会
以
上

で
遠
征
費
を
補
助
し
て
い
る
。

市
内
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
所
属

選
手
へ
も
補
助
制
度
が
あ
る
。

市
外
の
チ
ー
ム
に
所
属
す
る

本
市
の
優
秀
な
選
手
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

中
学
校
部
活
動
に
財
政

支
援
を

大
会
等
へ
の
派
遣
費
補

助
を
増
額
で
き
な
い
か
。

予
算
の
範
囲
で
補
助
し

て
い
く
。

外
国
に
つ
な
が
る

　
　

児
童
生
徒
に
支
援
を

両
親
ま
た
は
父
母
ど
ち

ら
か
が
外
国
人
で
あ
る
児
童

生
徒
が
増
え
て
い
る
。
支
援

体
制
は
。

日
本
語
適
応
指
導
員
を

配
置
し
、
学
校
に
適
応
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

独
自
性
の
あ
る
　
　
　

図
書
館
を

子
ど
も
た
ち
や
子
育
て

中
の
方
が
気
兼
ね
な
く
利
用

で
き
る
、
絵
本
や
児
童
書
、

子
育
て
関
連
の
本
な
ど
、
図

書
館
と
し
て
独
自
性
を
持
た

せ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、﹁
赤

ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
﹂
を
導
入
し

て
、
乳
幼
児
連
れ
で
も
利
用

し
や
す
い
図
書
館
に
。

今
後
も
身
近
な
施
設
で

優
良
な
絵
本
等
を
利
用
で
き

る
環
境
を
整
え
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

利
用
し
や
す
い

　
　
　

図
書
館
を

静
か
な
図
書
館
は
乳
幼

児
連
れ
で
は
利
用
し
づ
ら

い
。
打
ち
合
わ
せ
も
で
き
な

い
。
あ
る
図
書
館
で
音
楽
を

流
し
た
ら
、
人
の
声
が
気
に

な
ら
な
く
な
り
利
用
者
が
増

え
た
と
聞
く
。
静
か
な
図
書

デ
マ
ン
ド
方
式
も
含
む

検
討
を

今
後
、
市
内
循
環
バ
ス

の
利
用
実
態
調
査
及
び
結
果

分
析
を
行
う
予
定
だ
が
、
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

の
協
議
の
方
向
性
は
。

民
間
バ
ス
の
参
入
意
向

の
基
礎
デ
ー
タ
が
不
十
分
な

た
め
、
実
態
調
査
を
行
う
。

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
専
門

家
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
取
り
組
む
。

新
制
度
ま
で
の
間
に
公

共
交
通
空
白
地
域
で
の
バ
ス

停
の
移
動
や
増
設
は
。

時
間
は
か
か
る
が
可
能

で
あ
る
。

市
内
循
環
バ
ス
の
　
　

方
向
性
は

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
市
内
循
環
バ
ス
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
に
な
っ
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
資

料
の
み
で
は
、
実
効
性
の
あ

る
見
直
し
計
画
を
立
案
す
る

の
は
難
し
い
結
論
に
至
っ

た
。
そ
こ
で
新
た
に
利
用
実

態
と
移
動
ニ
ー
ズ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
、
市
内
全
域

の
高
齢
者
を
含
む
世
帯
を
中

心
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

市
内
循
環
バ
ス
運
行
の

改
善循

環
バ
ス
の
利
便
性
向

上
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

１
８
１
１
人
の
運
行
改

善
要
望
を
い
た
だ
い
た
。
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
、
費
用
対
効

果
を
踏
ま
え
て
計
画
を
つ
く

る
。

　
循
環
バ
ス
の
あ
り
方
は 

　
　
　

…
交
通

　
住
み
よ
い
ま
ち
は
安
全
な
道
か
ら 

　
…
道
路

　
ど
ん
な
図
書
館
を
望
み
ま
す
か 

　
　
　

…
図
書
館

館
で
い
い
の
か
。

音
楽
を
流
す
の
は
意
見

が
分
か
れ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

学
生
や
社
会
人
の
た
め

に
開
館
時
間
の
見
直
し
を
。

今
回
、
開
館
日
を
増
や

す
提
案
を
し
た
。
時
間
延
長

も
検
討
す
る
。

図
書
館
運
営
の
水
準
維

持
と
民
間
事
業

レ

※

フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
司

書
業
務
の
継
続
性
、
地
域
課

題
の
解
決
な
ど
公
立
図
書
館

の
役
割
継
承
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
な
ど
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
に
ど
の
よ
う
に

求
め
る
か
。

現
状
を
踏
ま
え

な
が
ら
募
集
要
項
・

仕
様
書
で
民
間
事
業

者
に
求
め
、
市
職
員

の
司
書
が
従
事
者
司

書
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

な
ど
の
助
言
を
行
う
。

安
全
確
保
を
。

通
学
路
に
は
、
路
側
線

や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
で
の

安
全
対
策
を
行
い
、
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
の
取
り
締
ま
り
が

さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
よ
う
警

察
へ
要
望
し
て
い
く
。

保
育
園
、
幼
稚
園
周
辺

の
安
全
対
策
は
。

県
道
に
つ
い
て
は
安
全

対
策
を
県
に
要
望
し
、
市
道

に
は
﹁
保
育
園
あ
り
注
意
﹂

の
路
面
標
示
等
を
行
う
。

県
道
並
木
川
崎
線
の
　

歩
道
整
備

県
道
並
木
川
崎
線
の
葦

原
中
学
校
入
口
交
差
点
か

ら
東
消
防
署
ふ
じ
み
野
分

署
︵
旧
上
福
岡
消
防
署
︶
ま

で
の
歩
道
の
整
備
は
。

葦
原
中
学
校
入
り
口
交

差
点
か
ら
東
消
防
署
ふ
じ
み

野
分
署
ま
で
の
約
３
２
０
ｍ

の
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

財
政
負
担
な
ど
埼
玉
県
と
十

分
に
調
整
し
て
、
事
業
の
推

進
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

東
台
小
学
校
通
学
路
の

交
通
安
全
対
策

県
営
大
井
東
台
団
地
西

側
の
市
道
の
交
通
量
が
増
え

て
い
る
。
安
全
対
策
を
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設

置
す
る
。

鶴
ケ
舞
・
東
久
保
周
辺

の
交
通
安
全
対
策

鶴
ケ
舞
・
東
久
保
周
辺

の
交
通
安
全
対
策
は
。

ゾ
ー
ン
30
の
交
通
規
制

を
今
年
度
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
・
事
業
者

に
対
し
て
啓
発
を
し
て
い

く
。
サ
イ
ゼ
リ
ア
横
の
交
差

点
と
イ
オ
ン
宝
く
じ
前
の
横

断
歩
道
は
、
警
察
に
協
力
を

求
め
対
応
を
検
討
す
る
。

　

県
道
東
大
久
保
ふ
じ
み
野

線
の
亀
久
保
小
学
校
通
学
路

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
へ
要
望
し
て
い

く
。

　

通
学
路
の
交
差

点
の
防
護
柵
は
、

調
査
し
対
応
を
検

討
す
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策

通
学
路
等
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
、
ま
た
市
の
公
用

車
に
ド
ラ
イ
ブ
モ
ニ
タ
ー
の

取
り
つ
け
の
考
え
は
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
多
額
の

費
用
が
か
か
る
た
め
、
試
験

的
に
防
犯
カ
メ
ラ
つ
き
自
動

販
売
機
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
。
公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ

モ
ニ
タ
ー
は
、
他
市
の
事
例

等
を
調
査
研
究
し
た
い
。

鶴
ケ
岡
中
央
通
り
の

　

安
全
対
策

歩
道
の
段
差
を
解
消

し
、
街
灯
の
増
設
を
で
き
な

い
か
。上

下
水
道
管
や
ガ
ス
管

が
埋
設
し
て
あ
る
た
め
、
工

事
は
困
難
。
街
灯
設
置
は
、

設
置
場
所
の
住
民
の
承
諾
・

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

バドミントンの練習中

上福岡図書館

歩道の狭い東台団地西側の市道

よ
り
安
全
で
利
便
性
の

高
い
市
道
整
備
を

旧
大
井
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
前
か
ら
ふ
じ
み
野
駅
西

口
へ
向
か
う
市
道
の
整
備
は
。

暫
定
的
に
道
路
幅
員
４

ｍ
に
て
、
側
溝
整
備
、
待
機

場
所
の
設
置
を
進
め
る
。

沿
道
の
安
全
対
策
は
。

路
面
標
示
に
よ
る
注
意

喚
起
を
行
う
。
視
覚
効
果
の

あ
る
路
面
塗
装
に
よ
る
速
度

抑
制
は
、
今
後
の
研
究
と
し

た
い
。

鶴
ケ
舞
区
域
ゾ
ー
ン
30

実
施
に
伴
う
安
全
対
策

子
ど
も
た
ち
の
一
層
の

レファレンス　図書の検索システム。

３Ｒ　リデュース（減らす）・リユー

ス（繰り返し使う）・リサイクル（再
資源化する）という、ごみを少な
くするためのキーワード。


